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発達障害のある子どもの支援に学ぶ

しつけのイロハ ⑭

今回は、相手に投げかける「ことば」の大切さについて述べます。

はじめに、なかのひろさんの詩集『とうさんのラブレター』（銀の鈴社）

から、ひとつの詩を紹介します。

温かな言葉を大切に①

私の何気ないことばで、私の知らないところで傷ついている人がいます。

そして、そのことばは、ずっと消えないとげとなって、心に突き刺さったま

まになってしまいます。

発達障害のある子どもの中には、周りの雰囲気が読み取りにくく、その場

の状況にそぐわないことを言ってしまう子どもがいます。また、自分だけが

話し続けてしまうこともあります。そのため、「あいつは勝手なやつだ」と

誤解をされ、周りから浮き上がってしまうことも少なくありません。

場に合ったことば遣いができるようにするには、例えばの場面を想定し、や

り取りの練習をする等のソーシャルトレーニングが有効であるといわれます。

また、周りの者も、この子の特性を理解し、ことばをそのままうのみにして、

非難をしないようにすることも大切です。

さらには、発達障害のある子どもの中には、冗談を理解

できず、ことばのままに受け取るため、いつも心を痛めて

いる子もいることを忘れてはいけません。

だれもが安心して生活ができる広い人間関係を築いてい

きたいもの。そのためには、まず、私たち自身が、相手に対して寛容である

とともに、相手を包み込む温かいことばを遣えるようになっていくことです。

キラリ輝くこの子のために(18)
続々

「ことばのけしゴム」

えんぴつで かいた字は けしゴムで きえる

こくばんに かいた絵も こくばんふきで けせる

口からでてしまった ことば けす けしゴムないんだね

とりだせないんだね きみの耳にささった ぼくのことば

わすれられないよ ぼくのむねにささった きみの目

ことばをけす けしゴム あったらなあ


